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　　　　　　叙事詩の宗教哲学

一Mok§adha㎜a－pafvan和訳研究（Xm）＿

　　　　　　　　茂木秀淳

　　　　　＜Moksadhamla和訳＞1

［213車1　（＝D．220章、7984－8003）（c£MBh。X皿．154）

ユディシュティラは言った。

　（1）　何をすれば、安楽を得るのか。擁をすれば苦を得るのか。この世で完成した人は、

　　　何をなしつつ恐れなく歩むのか、バーラタ族よ。

ビーシュマは言った。

　（2）　聖典に専心する2長老たちは、自制（（㎏ma）を称賛する。あらゆるヴァルナの中で、

　　　特にバラモンの（自制を称賛する）。（c£MBh．XH．154．7）

　（3）　自制なき者にとっては、行為の完成が正しく獲得されることはない。（c£

　　　MBh．XH．154．8ab）祭式、タパスそしてもろもろの知識は、すべて自制に依存して

　　　いる。

（4）　自制は熱力を増大させる。霞制は浄化具であると言われる。罪なく恐れなく自制

　　した人は、「偉大なもの」（mahat）を獲得する。（c£MBh．XH．154．9）

（5）　自制して、安楽に眠り、安楽に目覚め、安楽に、世界において振る舞う3人の心

　は溝浄である。（c£MBh．XH．154．12）

（6）　威光は自制によってしっかりしたものとなる。それを粗野な人は理解しない。彼

　は自分の中に（P曲ag護鋤ani）常に多くの敵を見るのである。

（7）　生き物には、肉食塩物からの4恐れがあるように、（人々には）粗野な人々からの

　恐れが常にある。彼等を制御するために、自存者によって（svaya甲bhuvの王が創造

　　されたのである。

　（8）　あらゆる生活期において、自制こそが優れている。（c£MBh．XH．154．14ab）それら

　　　（生活期）の中で、義務（曲arma）における果報よりも、自制においてもたらされる

　　　果報の方が大きい、と言われている。

　三本稿は『叙事欝の宗教哲恥Moksadh㎜a－parvan鞠駅研究（XH＞一』（偲州大学教育学部研究紀要第96脅
1999年3，弓〉に続くものである。略号などは箭稿に準ずる。

　2≦rudsam記haya奪　　C敷、ξ【utisa磁dhaya正｝vedadra堪盃ra辱　　Cp，≦rutau　veご詮賎te　sama4h韮6　cittaik護9ζya㎎ye麟

　3互oke　viparye践　　Ca．　viparye嫉ve忌e開ta無sa卿arati

　4kravy匪dbhya㈹　　N．　kravy記bhy麟vyagradibhyo　ma！psabhakSakebhya寿
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（9）　私はこれからいくつか特徴を述べるが、自制とはそれらの聯合である。

　（c£MBk．XH．154．14cd）それらは、吝齎ならざること、激情なきこと、満足、信頼性、

（10）　怒りなきこと、常に正直であること、大言なきこと、自惚れなきこと、師匠を敬うこ

　　と、嫉妬なきこと、生き物に対する同憎、告げ議をしないこと、（c£臨敷．XH．15碗7ab）

（1D　うわさ・うそ・追従（称養）・非難なきことである。（c£M馳，X薮．154．17cの善を願

　　い、羨むことなければ、人々の間で信頼を得るのである5。（c£M翫．X聾．笠54．互7cの

（12）　敵意なく、振る舞いよく、非難と称賛を等しく見なし、行儀浪く、徳を備え、静

　　かな自己をもち、気力に満ち、目覚めたる者は、この世では尊敬を得、死後は天界

　　に赴くのである。（cf．協h．Xlj［．15羅．23）

（13）　（彼の人は）あらゆる生き物の幸福に心を砕き、虞惚れによって人を憎むことなく、

　　大きな湖のごとく、動揺せず、英知に満足して溝争となるのである。

（14）　あらゆる生き物を恐れず、それ故あらゆる生き物にとって恐れとならず、あらゆる

　　生き物の尊敬の対象となるのは、自制し、知識ある者である。（c£MBLXH．1542舩b，

　　185．羅ab）

（15）　大きな財産に（mah飢y　a曲e）翻まず、災難においても悲しまない。このような、申

　　庸の英知を持つもの演、自鰯ある再生族と言われるのである。

（16）　祭式によってヴェーダを満たし、正しい二三な振る舞いによって、常に自捌を身

　　に備えたる者が、大きな果報を享受するのである。

（17）　悪意なきこと、辛抱強いこと、寂静、満足、よき言葉を語ること、真実、布施、

　　心労なきこと、これは悪しき自我を持つものの道ではない。

（1＄）　バラモンは、欲望と怒りを制御し、梵行を行ない、感官を制御して、恐ろしい苦

　　行（ghore£apasi）を越えて、醤約に三二であり、静かに時を待ち、不滅の者のごと

　　く6、気力あふれて、世間を行くべし。

［214章］（篇D．　221章、80C瞬一8◎2◎）

ユディシュティラは言った

　（1）　再生族たちは、誓約を守りっつも、バラモンとしての願望のために7供物を食べ

　　　物として食べる。これは侮故なのか、祖父よ。（c£認麺．X皿，93，1）

　5R農y護銭pratyayaξP瑚し聾恐　　1）．護y翫藍耳｝pra匙yaye興。風　　Ca．嚢ya織u　a1薇rak至1正e　pra喧y＆yo’syeti匪ya縫裏）τaty＆ya辱1亘》ra一

藍m闘pratyayo’sye痕d1鴫hadar蔀v盈　　C勲．　翻置ya燵鶏praty＆yo籍鐸穏童毎p置‘he　pha童＆s｛芝甲v置（璽e蹴a　vi≦va‘o　aζSu盃daτa町｝na

㎞ly醜i1P撫pr盃g　ev蜘e興sヨdh“卵avi6v盃so餓k｛臓vy農玉皇y磁h鋤Cp．歪yaty藪m　uttar面壼eμatyay晦，　tad甜e

d1鷺畿舗Σ誌：離羅盤織ぬ、。奪
　7b・蚕㎞鴛磁轍蚕y・C・．　br蚕hm・尊a㎞廟a　bτ電脳碑ecc医議鱗・dh烈Cs．　asmi駐戯・・画鯉・v護k興的k麟vy・it孟

br…㎞噸ve娘y践
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ビーシュマは言った。

（2）　ヴェーダに述べられていない誓約を守り、（供物を）食：べる者は、為すべき事を為

　す者たちである8。そして、ヴェーダに述べられたもの（供物）を食べる者は、誓

　約を破るものである9、ユディシュティラよ。（c£M翫XIH．93．2）

ユディシュティラは言った。

（3）　凡夫たちは断食：のことを苦行αapas）と雷う。苦行とはそのようなものか、偉大なる

　王よ。あるいは（そうでなければ）、苦行とは一体いかなるものか。（c£MBh。XHI．93．3）

ビーシュマは言った。

（4）　人々は、苦行とは半月の野禽であると考えている。善き人々にとって、それはアー

　　トマソの聖典を損なうものであり10、それが苦行であると考えないのである。（善き

　人々には、）棄却と謙譲がu、最高の苦行であると教えられている。（c£M3h．X斑，93A

　5ab）

（5）　（棄却と謙譲を実践するならば、その者は、）常に断食をする者となろう、常に梵

　行を行なうものとなろう。バラモンは常に聖者となり、常に神の供物を食べること

　になろう。（cf．MBhX【買．93．5cd，翻b）

（6）　ダルマを望む家長は、常に眠気なき者となろう、バーラ飯盛よ。（彼は、）常に

　　肉を食べることはなく、そして常に浄化具を低調する者となろう互2。（c£M騒h．㎜，

　93．6cd，慰cd）

（7）　（彼は、）常にアムリタを食：べ、毒を食べることはないであろう。常に残り物を食べ

　　るもの（vighas葡）となり、常に客を好むものとなろうB。（c£M8ぬ．Xm．93．7ab，8ab）

ユディシ識ティラは言った。

（8）　どのようにして、常に断食をする者となるのか。どのようにして梵行者となるの

　か。どのようにして、残り物を食べるものとなるのか、そして常に客を好む者とな

　　るのか。（c£M：BhXIH．93．9）

ビーシュマは言った。

　8鞠外面麟Ca，Cn．：k…註郵甜麟k瓢。鍵ava璽紬Cp．　k鱒欲…麺麟abh繍sa購）醐磯
　gP　vra蜘P綴D．　vra雌ubdha　C＆vra曲P髄lu幽燃豆evety舳a麺1vrata鵬u廊睡atぬbdha　iti　ca　p匪出e
P通rvapaτav…磁yayo尊pra‘n亘撫gatatv｛㎜義kula轍va

　lo羅tmata搬ropaghat癖　Ca．まtmata厳ra夏p　atmapra忌盃saka叩甜s甑聡，　tatraμadpa醸a恥μ護payam謎dl龍itya盤imi縫lk置di

ca，　ta臆am　iva　s嚢dhaka重vゑd盃t鵬勾撫職asya　C蹴．豆t蹟atantra甲at蹴avldy議　Cp．誼a飽yate　j駆yate　ye無a　tat　pr融aya鶏駿蚕di

pra孚av勾司padi　v盃　　Cs．蕊tmata盤鉱opaghaIa睡‘al童akhyadhannapar翫aぼaρ1⑫駐am

1正ty護ga6　ca　sa鋤a丘S　ca　Ca．　ty盃ga髄翫as・噸yasya　rag飢ya帥1s鋤職a娠r　vl煎撤va郎asせ・pade伽玉§掴vam

Cp．　ty羅ga敏護g覆d的1sa㎜atir　vl磁紅vam　l　Cs．　tyag唾karmaphal飢y盈ga辱！sa臨at量r　a藷aha趣k展r的

　韮2R　pavit臓甲ca　sada　bhI舜et　D．　pavitra歪ca　sad五bhavet

　王3R　caiv羅tithipr｛y晦quaδD．　ca韮v置tit揃vrat鈎
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　（9）　朝食と夕食の中間に何も14食べない者は、常に断食するものとなろう。（c£MBh、

　　　）（HI．93．10）

（10）　曲行を行なうバラモンは、ある決まった時に、妻を尋ねるべし。その者は、知識

　　　に専念し、常に天則リタを説く者となろう15。（c£MBh．XHI．93．1王）

（11）　あるいは、無駄に16肉を食べなければ、肉を食べぬ者となろう。浄化具とは布施

　　　に専心する者であり、昼間眠らぬ者が鵬気なき者である。（c£MBh。XHI．93．12）

（正2）　使用人や客が食べ終わったものを常に食べる者は、完全なアムリタを食べると知

　　　るべし、ユディシュティラよ。（c£MBh，XIH．93．13）

（13）　いつも（使用人や客が）食べ終わらない時には食べない再生族は、この食べないと

　　　いうことによって、天界が得られるのである。（c£MBh．xm．93．14）

（14）　神々のために、祖先のために、使用人のために、客と共に、残り物を食べる人を、

　　　人々は「残り物を食べる人」と言う。（c£MBhX田．93．15）

（15）　彼等は限りなき世界をもち、ブラフマンと共に座し、アプサラスによってかしず

　　　かれ、天に住む者として（限りなき世界を）歩み廼るのである。（c乱MBh．XHI93．16）

（16）　神々と共に、そして祖先と共に食事をし、息子や孫と共に遊ぶ者の行き先はこの

　　　上なきものである。（c£MBh。X皿．93．17）

［215章］（瓢D．　222牽1、　8021－8057）

ユディシュティラは言った。

　（1）　この徴界においては、善きにせよは悪しきにせよ、果報との結合によって、人

　　　（pu瑚a）を縛る行為がある、バーラタよ。

　（2）　その（行為の）行為者は人（purusa）なのか、あるいはそうではないのか、という

　　　疑問がある。それについて、ありのままに、汝から聞きたい、祖父よ。

ビーシュマは言った。

　（3）　ここでも人はこ．の古血を語る。プラフラーダとインドラの対話を、ユディシュティ

　　　うよ。

　（4）　執着なく、罪悪を振り払い、よき家に生まれ、多聞にして謙遜、利己的でなく、

　　　真理に住し、秩序を（samaye）喜び、

　五4R　katha卑cana　D．’録tara　pu琵a奪

　15R邸v盃d1　sada　ca　sy毒　　D．ζtav五（資bhavea　nitya恥　　Ca．τtav置ditvasyama雛s且≦itva卑a璋avadane　y且P紅ahi甲s一

重atparihヨraya　l巨k寧a麟kam

　16v導ha　Ca．　v群ha　devapitζ≦e多a堺vin蕊Cs．　vτRth置m御sam　ay晦撫忌三§｛h㎝
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　（5）　非難と称賛とを等しく見なし、自制し、空家（なる身体）を住いとし裏7、動不動の

　　　生き物の生成消滅を認識し、

　（6）　悪しきことにも善きことにも、怒ることも喜ぶこともなく、金と土塊との両者を

　　　等しく見なし、

　（7）　自己の幸福の認識において確固としており、明確な定見をもち、存在するものの

　　　高低を知り、一切知をもち、（すべてを）等しく見る閣をもち、

　（8）　感官を制御して一人で座っているプラフラーダに近づいて、シュクラは、彼の英

　　　知を享受せんとして、次の様に言った。

　（9）　この世で人々の間では人はある徳性によって称賛されるが、そのすべてが、汝に

　　　おいて失われていないのをL8、我々は見るのである。

（10）　また、汝の意識（buddhi）は、子供と同じ様にここでは見える。汝はアートマンを

　　　考察しつつ、この徴での幸福（sa螂reyaのとはいかなるものと考えるのか』

（11）　紐で縛られ、住居から離れ、敵の支配に遭い、幸運に見捨てられたのに、プラフ

　　　ラーダよ、汝は、（これら）悲しむべきことに悲しまない。

（12）　英知を獲得した故なのか、ダイテーヤよ、あるいはまた堅固さをもつ故にか、自

　　　分の不幸を見つつも、プラフラーダよ、汝は元気な姿をしている。

（13）　このように彼に動かされて、確固とした見解をもつ賢者プラフラーダは、自らの

　　　英知を声にしっっ、穏やかな言葉で語った。

（14）　生き物の活動と停止とを認識しない者は、愚かさの故に、慢心があることになろ

　　　ゲ9。しかし、（生成消滅を）観察する者には慢心はない。

（15）　あらゆる存在物（bhava）そして存在しない物も同様に、本性によって（svabhav盃t）

　　　活動し停止するのである。（従って、）人の目的は（pur嚇誠ha）存在しないのである。

（16）　人の杣山が存在しなければ、自らを行為者とするものは何も存在しないのである。

　　　自ら行為する者（と思う者）には20、この世界において、自惚れ（1題熟a）が生じるで

　　　あろう。

（17）　しかし、自らを善悪の（行為の）行為者であると考える者の認識（pr廓a）は誤って

　　　おり、自分の姿を知らないのである21、というのが私の考えである。

　i7≦Ony亘gara盃ve≦a薮am　Cp．　aha卑t琶mamat鋤tvabho㎏tv蚕d童≦Uoyam　agi㍑aや9糞a甲≦a盈aI罫ta貸a羅lve‘ana恥pra－

ve§o　yasya伽
　18bhavaty　a践apag滋｝sa曜展甲s　　Cn．，　Cp．：bhava“tvayi　a駐apagaman　sthkr展駐

　正gs鱒bho　bhave（藍　　Ca．　s臨bha紅kartavyat蜘oha辱

　20R　svaya串tu㎞rvatas　D．　svaya甲臓a㎞rvatas　D．の「自ら行為しなくとも、それでも自惚れは生ごるであ

ろう」の方がわかりやすい。

　21P　svam醸殉融　D．　a重aにv嫡etl　Ca．　svam磁y嫡eεl　sv盃m　eva滋癒郎a勲甲svaya蜘㎜勾勘aεnn繭護
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（18）　もし、人（p㎜sa）が行為者であるならば、シャクラよ、常に自らの繁栄のため

　　に行為を始めるので、（行為の開始は、行為が）完成しても、決してなくなること

　　はないであろう。

α9）　望ましくないことの停止、そして好ましきことの停止せざること22沸、修行者の

　　（目的として）述べられる。それ以外に人の図的はどこにあろうか。

（20）　望ましくないことの停止、望ましきことの存在とが、ある人々には自性として備

　　わっていることは、労せずとも見ることができる。

（21）　姿よく知性優れたある人々は、姿劣り知恵少なき人々よりも、財産の獲得に執着

　　していることは、経験的に知られるところである。

（22）　あらゆる善悪の性質は23、自性によってっき動かされて、（人々に）入るのである。

　　その場合、それ（性質）について、それをもつ人の（？tasya）侮が自惚れの原因とな

　　るのか。

（23）　そのすべては自性によって存在する、というのが私の確固とした考えであり、そ

　　れはアートマンに基づく英知である24。私には、それ以外に（英知は）存在しない。

（24）　しかし、この盤における善悪の果報の結合は、行為より生じる、と私は考える。

　　行為の対象すべてをここで私は語るであろう。それを闘くべし。

（25）　あるカラスは、鴨きな沸ら25米（があること）を知らせる26。それと同様に、すべ

　　ての行為は宙性の目印である27。

（26）　もろもろの変異物のみを知る者は、究極的な根源（Pfak導i）を知らないのである。

　　彼には、愚かさの故に、慢心が生じるであろうぶ、（根源を）観察する者には慢心は

　　ないのである。

（27）　この世における一切の存在物（bh琶v翫sarv知）を自性より生じたものであると、確

　　固として認識する者にとって、高慢も自惚れも何をなそうか。

（28）　完全なダルマの規定と生き物が無常であることとを私は知った。それ故、シュク

　　うよ、私は悲しまないのである。この世の一切は、終わりがあるのだから。

（29）　所有意識もなく、自我意識もなく、願望もなく、束縛から解放され、元気で、（元

　　　気な自己から）逸脱することなく28、私は生き物の生成消滅を観察するのである。

22頗蜘sy・hi龍瞬に虻瓠噛麩加y闘ya　c・C・．塾瞬t蜘si睦繭a臓瞬i麺sid繭
　23gu尊趣　　　C1隻．　gu舞証蔭sukhadu瞬｝義daya鞄

　24R烈map瓢i購hita　pr電議蚕　D．歴tmap獄燐h護p切漁v蚕

25R　vada識D．　hy　aδ硫

　26vedayate　　Ca　veδayate，　o（㎞a単bhak鍬卑互abhyam　adhunet韮s旦。＆ya藍，職a加sa　evodana（至蝕e　kar綴　　Cs．　vedayaこe

ji歓v羅da麟歪dina　veda凱a恥pr展pnoti　N．　k歌。’隷蹴a騰i職kaτma唾svabh巨v御pτak琶≦aya煎i照tu　var捻yan蛭ty　art血的

De騒sse籠：So　wie　eine　K罫益he，撫dem　s…e三sst，　das　Vbrha駐dense童n　von　Nahrung【den　anderen　Kr蕊henl　k撒d癬捷cht，＿．

271慮興amC・．1・畑即鋤u脚磁㎜
　28svas£ho’vyape敏　　N．　svasth晦sva戴paprati等ζh碑，　avyapeta辱deh嚢dya痕abhimane照sva慮P翫d　a輝罠cyuta琢
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（30）　英知を完成し、自制し、嵩置を離れ、願望なく、世間の（本質を知らせる）学問に

　　よって29観察する私には、シャクラよ、疲れはないのである。

（31）　私は、根源にも（そこから）変異した物にも30、喜ぶこともなげれば、憎むことも

　　ない。私は、今私を妬む（？）3L人を私の敵とは見なさないのである。

（32）　上にも下にも横にもどこにも、シャクラよ、私は欲望をもっことはない。認識に

　　も、認識の対象にも、無知にも32、（私の）避難場齎（甑ma）はないのである。

シャクラは言った。

（33）　この英知が獲得され、寂静が得られる手段を正しく、プラフラーダよ、尋ねてい

　　る私に語るべし。

プラフラーダは雷つた。

（34）　正直によって、注意深さによって、満浄さによって33、気力あることによって34

　　、長老に対する従順さによって、シャクラよ、人は「偉大なもの」（mah鋤を獲得

　　するのである。『

（35）　（人は）自性によって英知を得る。自性によって寂静に叩く。汝が見るものはすべ

　　て自性によってのみ（存在する）。

ビーシュマは言った。

（36）　このようにダイティヤの主によって言われ、シャクラは驚き、そして歓喜して、

　　王よ、彼の言葉を崇拝したのである。

（37）　その後、彼の三界の主にして自在者たる彼は、ダイティヤの主（プラフラーダ）に

　　礼拝して、アスラの王（プラフラーダ）に別れを告げ、自分の住居に帰った。

［216輩3（＝窺D．223童、8058－8087）

ユディシ晶ティラは言った。

　（1）　幸運侮）を失い、時の杖によって打ちのめされた35大地の守謹者（たる王）は、い

　　　かなる認識（buddhi）によって、地上を行くべきか。それを私に語るべし、祖父よ。

ビーシュマは言った。

29R　lokavidyaya　D．　lo㎞avya悶ca、は’10ka曲a勲識しn・る。　ca．　lokavidyay譲，　loka騨abh翻y徽
b（》dhI敷a単jfi漁a聯豆OkaV三dy翫1［ajlOkaV韮dyay五brah田勾fi…喩e！1a　S蚕rV｛弓薮apha韮e鷺ety　ak翫apra猷e響O　V盃

　30prak導a“cεヒv連唱e　ca　　C！1．　prak4庭u　vi≦vaka鱒義m　　Cs．　prak韓u　pur琶tane，　vik導e［一k激el　idan塁恥tane

　31R　lnam灘ya　ma斑医yate　D．田護m　adya田a！n盃yate　賢．幻aa！臓yte　mameva温cara盛putramitradlτ灘血ηas　ta甲ca照

pa≦yまmi　Ca，　Cp，　Cs．：ma燃yate魚amevacarati，　Monler：to　e駐vy

　32勾五ane　　Cs．　n勇f玉勧e，葡琵ane　prakRt至斑a飯adah雌【数ab黙昼tatanmaな舳ye

　33Pras直de隷a　　C識．　pτas護denaわuddher隷airmalyena

　34翫tmav磁tay義　　翼．自薦鷺麗v飢tay匪jitendr圭ya臓ya

　35k記ada嘩¢εwi磁響pi學罫撫s　　Ca．　k飢oja韮｝！n展nta塞了yas繭du睾】蜘sah農k頽，餓sya　da暮｛斗。　duSkξtaphalad密｝arn
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　（2）　ここでも人はこの和蘭を語る。ヴァーサヴァとヴィローチャナの息子バリとの対

　　　話を。

　（3）　あらゆるアスラに勝利した後、ヴァーサヴァは、祖父に近づき、合掌して深々と

　　　敬礼した後、バリに尋ねた。

　（4）　布施する者の財産は決して失われないということだ。そのバリ（恩恵）を私は得な

　　　い。ブラフマンよ、私にバリ（恩恵）を示すべし。

　（5）　彼は、（太陽として）隠れ、そして方位を照している、ということである。彼は、

　　　時に応じて、疲れることなく、雨を降らしている、ということである。そのバリを

　　　私は得ない。ブラフマンよ、私にバリを示すべし。

　（6）　彼は、風であり、ヴァルナであり、太陽であり、刃である。彼は火となり、存在

　　　物を熱し、そして彼は土と36なった、ということである。そのバリを私は得ない。

　　　ブラフマンよ、私にバリを示すべし。

ブラフマンは言った。

　（7）　そのように問うのは、汝にとって善きことではない、インドラよ。しかし、問わ

　　　れた者は偽りを語るべきではない。従って、私は、汝にバリについて語るであろう。

　（8）　もしも、人が、水牛の間で、牛の間で、ロバの間で、そしてまた馬の間で生れた

　　　としても、最も優れた者は、空家で37生まれるのである、インドラよ。

インドラは言った。

　（9）　もし私が、バリによって、ブラフマンよ、空家に着いたのであれば、私はそれ（バ

　　　リ）を捨てるべきか、あるいは捨てざるべきか。それを私に告げよ、ブラフマンよ。

ブラフマンは言った。

（10）　インドラよ、バリを傷つけてはならない。バリは破壊されるべきではない。イン

　　　ドラよ、（汝が）望むなら、汝によってもろもろの糊断（n順ya）を38（バリは）問わ

　　　れるべし、インドラよ。

ビーシュマは言った。

（11）　このように聖者によって君われ、偉大なインドラは、アイラーヴァタの背に乗っ

　　　て、幸運に囲まれ、大地を進んだ。

（12）　すると、彼は、ロバの姿におおわれ（露ロバの姿をして）、聖者によって言われた

　　　とおり、空家を住み家としているバリを見た。

36P　p擁iv冨　D．　jala1P

3フ甜nyagare　De“ssen：in　ei識e職leere勲Rause［als　Eias隻e戯eκ1

38R　ny亘yams　D．駐yayas　De慧ssen漁ach　seiner　Lebeasτege王バリの舞え方全般のことか。
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インドラは言った。

（13）　汝は、ロバの母胎に熱して、籾がらを食べている、ダーナバよ。この汝の低い母

　　胎を悲しんでいるのか、あるいは悲しんでいないのか。

（14）　敵の支配に入り、幸運にも友達にも芸られ、精力も勇気も失うという予期せざる

　　不幸を（a（塊am）私は（汝に）見るのである。

（15）　種々の（yat　tat？）千の乗り物によって39、親戚によって囲まれ、このあらゆる世

　　界を熱しっっ、我々を考慮することなく、汝は進んだ（yasi）。（コMBh．XH．217．2）

（16）　汝を長≧するダイトヤたちは、汝の命令下に住んでいた。耕されずに実る40大地

　　は4L汝の支配下にあった。汝の今日のこの災難を、汝は悲しむのか、あるいは悲し

　　まないのか。

（17）　近くの海の東の岸において光を発しつつ（？）42、親戚のために財産を分けた時、そ

　　の時の汝の心はどうであったか。

（18）　千人の群れの女神たちが、多くの年月、庭園において幸運によって輝きつつ、汝

　　と踊った（ya£）、

（19）　女神はすべて花の首飾をっけ、すべて金のごとく輝いていた。今や、汝の心はど

　　うか、ダーナヴァの主よ。

（20）　汝には大きなよき色の宝石で飾られた日傘があった。そのもとで、六千のガンダ

　　ルヴァたちが七種の43舞を舞った。

（21）　汝が祭式を行なう時すべて金でできた大きな祭柱（y帥a）があった。そこに、1万

　　アユタの牛が捧げられた。

（22）　杭を44投げる規則に従って、祭主として地上すべてを歩いた時、その時、汝の心

　　　には何があったか。

　3gP；taδy血asahasreNa　D。　y羅nasahasrais　tva卑

　40a紅S鰺pacya　　Cn、　ak聡些apacy衰kar§職琢a単vin五dh議1Lyapras廼盛り

　41Pl　P；thivτ　D．　ca　ma擁

　42vile藍ha駐　　Cp．　vile蕪han　d1ρyaln五na尊　　Cs．　v量1e録kha！｝‘羅sanani　puna騒pu！｝ar　vi1隠an　l　vi豆e豆ibann　iti　pa喜he　t烈ugra－

sta1PL　jaga宅kurvan繊霊ty　anha駆

　43saptadh褒　　Ca．　saptadha雌ta甲　a蕊由yam　a鞍a　l　yad　蚕ha　bharatamu㎡駆　（N灘ya話astra　24）　　Cp．　pratyak§a蓉

ca　praQk睾a蓉ca　tath謹k組ak4akhyaya尊1哀t鵬asほヨa≦ca　paぼastha≦ca　prakar盃阜sap£a　n亘雲yag亙琢〃anye　tu　睾aζsap£adh渓

［dvi】citvar藍1蝉震ddhety　artha　iti　vy護cak関te　tad　a蛭va　tuccharp　n尊tivi‘e寧avaca臓義t〃　　　Cs．　瞭yasya　saptadha　prayogゑ

ga源dharvavedibhk　ukt護り1歪uddha単n其ya¢ka賦a暮…肋gavih月賦駐uga舳卑tal亙nugata恥v渓hy盃惣ugata噂夏ala熱盗varta臓盈t騰akaや

ced　1

　44≦飢ny醐epe琴a　　Ca．　話amya　yuga麺1akanibha四y勾fiap義ぼa鵬lasy磯p◎y農vati　de6e　yatas　t展vati　de≦e　a建a無taτa璃

yI繭alp　kurva面　　C総．，Cs．：s晦m盃gra転sth疲正am灘a奪Sa二三a由ぬgulo　da三三≦amy騒！sa　balavatta（Cs・brahmi叢khye撫

尊Y鱒のk學ipt盃y展vad　d臨pa主tet　tavad　eka甲devayana孤

　Cv．‘an1［i「sa面dha，　tasy盃yI導fiarak動al罫da蓉ad三麺晦epo　yatra　tena　vidhin盃

　D．はこの句の前に、

　　a鷺a瓢ara！罫sahasre球a　ta蕊訂d　daitya　k：a　mat晦〃（D．23cd）

を挿入している。
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（23）　今や、汝の金の水差しも、鷺傘もうちわも私は見ることはない。ブラフマこイより

　　与えられた汝の冠も私は見ない、アスラの王よ。

バリは言った。

（24）　汝は、金の水差しも、霞傘も、うちわも見ることはなく、ブラフマンによって与

　　　えられた私の冠も見ることはないであろう、インドラよ。

（25）　ほら穴に45隠された私の宝について汝は尋ねる。私の時が来るならば、その時、

　　汝はそれらを見るであろう。

（26）　しかし、巳的を達成した汝が、翼的を達成していない私を誹ろうとするのは、そ

　　れは汝にはふさわしくない。栄誉からもあるいは家柄からも。

（27）　英知を完成し、知識に満足し、忍耐ある翼の賢者たちは、苦において悲しまず、

　　幸運においても喜ばないのである。

（28）　汝は、しかし、インドラよ、世問的な知識によって、おごっている。汝が将来私

　　のようになれば1その時には、このようには話さないであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999年5月25日　受理）

　曝5guh亘y御　Cn．9琶hay鱒mOla子細au醐臨＆証arhi伽i　Cp．　guh麗evaguh醐sya群右向慮㎜寧煎e忌v蹴
prasattau，　ap激v轟s慣a“v護，　paramapr面au　v護！ap獄1ya！n蝕置syapi　n置sattv鴫b加vi　ma輿鰍aδehasyeva


